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 要 旨   
目的： 
アルコール飲酒とⅡ型糖尿病のリスクについて、また、アルコール飲酒が血糖値のコン

トロールに及ぼす影響について血糖降下剤の有無別に検討する。 
方法： 

MEDLINE と Cochrane Library のデータベースにより、｢Ⅱ型糖尿病｣と｢飲酒｣をキーワ

ードにして英語論文を検索した。アルコール飲酒とⅡ型糖尿病のリスクについては、統合

研究、総説、1000 人規模 1990 年以降の観察研究を選んだ。アルコール飲酒が血糖値のコ

ントロールに及ぼす影響については 1990 年以降の論文を選んだ。 
結果： 
多くの論文では飲酒量はⅡ型糖尿病発症リスクと J カーブ型の関連を認めた。飲酒パタ

ーンはⅡ型糖尿病の発症に影響を及ぼしており、大量飲酒はⅡ型糖尿病発症リスクとの関

連を認めた。アルコールの種類とⅡ型糖尿病の発症については確立された結論は見いだせ

なかった。飲酒はⅡ型糖尿病において他の食事摂取状況に応じて血糖、インスリン、脂肪

酸、中性脂肪に急性の影響を与えていた。飲酒は食事治療のみⅡ型糖尿病においては低血

糖との関連を認めないがが、SU 剤加療中のⅡ型糖尿病においては低血糖のリスクが上昇し

ていた。多くの研究で長期のアルコール飲酒はⅡ型糖尿病における血糖コントロールの改

善と関連していた。 
結論： 
アルコール飲酒はⅡ型糖尿病の発症を抑制する傾向にあるが、大量飲酒はⅡ型糖尿病の

発症を増加させる。飲酒は食事療法のみのⅡ型糖尿病に対しては低血糖を引き起こさない

が、SU 剤加療中のⅡ型糖尿病においては低血糖を引き起こす。長期のアルコール飲酒はイ

ンスリン感受性の改善を介して、Ⅱ型糖尿病における血糖コントロールの改善との関連を

認める。 

 




